
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜コミュニティ・スクール（Ｃ.Ｓ）＞＞ 

＜＜スクールサポートネットワーク（ＳＳＮ）＞＞ 

令和７年１２月２日 

大牧小・学校運営協議会 

通算第２０号 

第２回 学校運営協議会 

     （11/12） 

今年度も子ども達の代表（計画委員１２名）と

学校運営協議会の委員との意見交流会が行われま

した。地域の行事や課題等について、子ども達が

どんな思いを持っているのか共有できました。 

なお、「通学路の落ち葉拾い」や「校庭の一般

児童への開放」は、昨年度の協議会で子ども達の

思いを受け止めたＳＳＮに所属する団体のお力添

えにより実現したものです。子ども達の意見は、

１２月4日に行うＳＳＮ協議会に提供されます。 

  ミシンボランティア 

（9/25） 

            ５年生の家庭科学習でミ

             シンボランティアをお願

             いしたところ、６日間で

           ２０名のご協力がありま 

           した。ありがとうござい 

ました。 

 

 

 

 

                

     

               

                

楽しく活動 … 地域のお力添えで充実した学習・活動に 

が発足しました 

 

４年生落花生収穫 

（10/1５） 

４月に撒いた種が、

夏の暑さに負けずに

成長しました。今年

は大豊作で、一人ひ

とりが大きな株ごと

持ち帰りました。 

 附島秋まつり 

（10/12） 

今年もたけのこ公園

で開かれ、高校生の

演奏の他たくさんの

出店があり、大盛況

でした。防災食品の

紹介もありました 

2年生町探検 

（10/14） 

１７の事業所をグルー

プごとに訪れ、インタビ

ューには親切にお答え

いただきました。お手伝

いの保護者の皆様あり

がとうございました。 

・夏祭りや餅つきに参加して楽しかった。夏休みは友達と会えないのでよい機会になった。 

・引っ越して間がなかったが、友達に誘われて行事に参加できた。掲示板で地域の情報を得ている。 

・地域の人が見守ってくれている。防犯ボランティアさんや子ども110番の家など安全な地域だ。 

・地域の行事に参加して人と知り合えば挨拶がしやすくなり増えると思う。大人から挨拶してほしい。  

・梅所公園など暗い所があるし、蛍光灯がチカチカしている所がある。ゴミ箱があればきれいになる。 

・子どもが計画を立ててふれあえる交流ができるとよい。 

・祭りなどのイベントとゴミ拾いをセットにしたら人が集まりやすいと思う。 

・遊び系のイベント（ビンゴ、レク、スタンプラリー）などがあったら、もっと地域とつながると思う。 

熟議に参加した子ども達の声 

協働 1 



 

 

時期 自治会等 尾間木地区会等 その他 

１１ 

五丁目（夢フェスティバル 9 中止） 

六丁目（秋祭り 9 中止） 

避難所開設訓練（大牧小体育館15） 

おまぎ育成会まつり 

（尾間木小校庭 15） 

ＰＴＡ（運動会ボランティア 1） 

ＰＴＡ（ナノハナ畑 22） 

栽培委員会（ナノハナ迷路 26） 

１２ 

五丁目・八丁（地域清掃） 

七丁目（餅つき、和田公園 7） 

旭ヶ丘（餅つき） 

尾間木地区小・中合同演奏

会（プラザイースト 13） 

校庭等開放委員会（一般開放 ６） 

金管（市管楽器連盟演奏会 7） 

3 

学 

期 

旭ヶ丘（八幡神社初詣） 

旭ヶ丘（日帰り旅行） 

七丁目（桜の花見） 

尾間木育成会 

 （かるた大会 1/17） 

校庭等開放委員会（一般開放1/10）

金管（お別れコンサート 2/28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜チャレンジスクールが米作りに挑戦 （６/7～1０/1８、1/10） 

土曜チャレンジスクールでは、昨年より米作りに挑戦し、田植えから除草、稲刈りと白米を手にするまで

の過程を体験してきました。そして、今年度は「脱穀」も行い、米作りの中心的な作業を体験したことにな

ります。また、田植え後の田んぼや、稲刈り後の稲架け（はさがけ）の風景は見沼の原風景とも言え、桜と

ナノハナの景観とともに大牧地区で大切にしたい風景となりつつあります。 

協働３ 

6月初旬 田植え 

９～１０月 稲刈り 

稲架（はさ）かけ…天日干し 

10月 千歯こきと足踏み式機械による脱穀 

コンバインによる脱穀 

2学期後半から3学期の各団体の行事等 協働２ 

せっかく自分達で育て、稲刈りをしたもち米

なので、餅にして食べたいという声があがり

ました。そこで、1月10日に緑のトラスト

協会のお力添えで餅つきを行います。かまど

で米を蒸し、臼と杵でつきます。土曜チャレ

ンジの活動がさらに充実します。 

お借りするかまど 乾燥させている薪 


